
会 議 録 

会議の名称 令和３年度第１回飯塚市図書館運営協議会  

開催日時 令和３年７月２９日（木） １４時００分～１５時１７分 

開催場所 イイヅカコミュニティセンター３階 学習室３０３ 

出席委員 
後藤委員、猿渡委員、木村委員、岸野委員、高田委員 和多委員 以

上６名 

欠席委員 大津委員、竹本委員、小池委員、谷委員 

事務局職員 

【指定管理者（図書館流通センター）】芳野館長・瓜生統括チーフ 

【教育委員会】二石教育部長、安藤生涯学習課長、平田生涯学習課長

補佐、村岡中央公民館・図書館係長 江頭中央公民館・図書館係 

発言者 発言内容 

 

 

 

二石教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開式のことば及び資料の確認 

  事務局より開会を告げた後、事前資料及び当日配布した資料の確 

認を行った。 

２ 教育委員会挨拶 

本日は大変お忙しい中、第１回飯塚市図書館運営協議会にご出席

いただき、誠にありがとうございます。 

今回は、改選の時期ではございませんが、新たに４名の委員の皆

様の交替がございまして、これまでもご尽力いただいております６

名の委員の皆様とともに、今後１年間、よりよい図書館運営の構築

に、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。 

さて、最近の図書館の利用状況を見ますと、学生さんの勉強の場

としての役割はともかく、おそらく、リタイヤ後の年配の方々だと

思いますが、時間にゆとりができたのでしょう、昼間の図書館では

その方々の熱心なお姿を拝見する機会が多く感じられます。かつて

は私も、いつかはそんなふうに、現役のころは読めなかった本をゆ

っくり読めるようになりたいと思っておりましたが、時代は変わり、

「人生１００年時代」と言われるようになりました。そして労働人

口の減少も相まって、例えば６５歳でリタイヤしたとしても、少な

くとも１０年から２０年は、形はどうあれ、積極的な第一線での社

会貢献が求められるようになりました。いきおい、そのための知識、

情報の習得が必要になってまいりまして、単に趣味としての図書館

の役割は相対的には減ってくるのでは、と考えております。 

そこで重要になるのは、「レファレンス力」の強化です。「こう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長

補佐 

 

 

 

 

 

 

 

いうことを知りたい、こういう情報はどうすれば入手できるのか」

といった個々の要望に迅速に対応できる図書館でなければ、いずれ、

それを得意とするＩＣＴに凌駕されるかも知れません。今後益々Ａ

Ｉを駆使した検索機能の優れたシステムが現れると思いますが、Ａ

Ｉでは辿り着けない「レファレンス力」をもった図書館をぜひ目指

してまいりたいと考えております。 

ぜひ、委員の皆様におかれましては、社会教育、学校教育も含め、

様々な観点から、図書館運営全般に対する率直なご意見を頂くこと

をお願い申し上げまして、ごあいさつといたします。 

３ 委嘱状交付及び委員紹介 

（１）委嘱状交付及び委員紹介 

 （本来ならば委嘱状は手渡しで交付するが、今回は新型コロナウイ

ルス感染防止の観点から、机上に用意した。） 

（２）副会長の選出 

立候補者なし。⇒事務局提案（異議なし） 

副会長に木村委員を事務局が提案する。 

⇒異議なし。 

    木村副会長あいさつ 

４ 職員紹介 

（１）生涯学習課職員自己紹介 

（２）指定管理者（株）図書館流通センター職員自己紹介 

 

議事（報告・協議事項） 

  以降の進行は会長が行う。 

 

（前段）「飯塚市図書館運営協議会」の設置及び開催根拠を図書館法及

び飯塚市立図書館条例（抜粋）にて説明 

 

（１）令和３年度 飯塚市教育施策要綱について 

 要綱の中で、社会教育事業、生涯学習事業、図書館事業に絞り説

明を行った。８Ｐの《いつでも どこでも だれでも 学べる環境

づくり》中に新設された『人生１００年時代を見据えたライフキャ

リアの形成を支援する学びの場を提供します。』を昨年度から引続き

重点項目としていることの説明。 

９Ｐの社会教育施設の整備運営、図書館行政に関わる部分「読書活

動の推進」の説明。 
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２Ｐについて、「ＩＣＴの活用による効果的な学習の推進」について

は、今年度全変更となっている。この分野については、学校教育課

所管ではあるが、ＧＩＧＡスクール構想に基づき市内小中学校にタ

ブレットを配布していることから生涯学習課として、図書館事業で

の活用の可能性があることから説明を行った。 

 

【質問なし】 

 

（２）令和３年度生涯学習課所管事務の概要について 

 資料を基に説明。今年度から、生涯学習ひろば整備担当が増設され、

体験型経済教育プログラムを全小中学校のカリキュラムに導入する

ことを検討していることを説明。 

 

【質問なし】 

 

 

（３）令和２年度、令和３年度飯塚市立図書館利用状況・業務報告 

資料に基づき、指定管理者芳野館長より説明 

【説明要旨】 

・令和２年度、令和３年３月から令和３年度の５月までの５館の貸

出人数・冊数を中心とした利用状況報告 

・各種講座・おはなし会・地域との連携事業５月１２日から６月２

０日まで発出された緊急事態宣言を受け前年同様に中止せざるを得

ない事業があった。しかし、子ども読書クイズ大会については実施

することができた。 

・おはなし会については、昨年同様に新型コロナウィルス感染症対

策のため、フェイスシールド着用等をしながら実施している。 

・校長会にて、調べる学習コンクールについて募集要項等を周知さ

せて頂いている。応募があった学校については出前授業を実施しサ

ポートを行っている。具体的な内容については次回の委員会にて報

告を行うこととさせていただく。 

・４月１５日にＷＥＢからの取寄せ予約運用を開始した。新型コロ

ナウイルス感染症対策等で滞在時間の短縮や図書館へ足を運ぶ回数

を減らすことを目的に１年間の期間限定で実施している。 

・緊急事態宣言期間中の対応について、滞在時間を３０分とし、閲

覧席は座席を撤去した。また、学習室は利用禁止としたことを説明。 

・就学前施設に対する絵本のセット貸出しについて、今年度の１０

月から開始する予定としている。１セット１００冊の絵本を５セッ

ト準備し、市内全施設に利用の案内を行う予定としている。具体的

な内容は検討中である。 
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飯塚図書館長 

【質問】 

ＷＥＢからの取寄せ予約運用について、これまでにどのくらいの利用

があるか。 

 

⇒飯塚館については毎日、１０冊程度の予約があっている。 

 

予約した人は必ず借りているのか。 

 

⇒キャンセルになることはほぼない。 

 

ブックスタートの実施率が大幅に減っている。個別検診になった影響

だと思われるが来年度以降もこの状態となる可能性がある。また、現

在は、会場で読み聞かせができず本を渡すだけとなっている。なんと

か、従来どおり読み聞かせの意義を伝えたいが考えがあるか。 

 

⇒集団検診については、管轄が保健センターなので確かなことは言え

ないがしばらくはこのままではないかと考えている。ブックスタート

については、実演して赤ちゃんのリアクションを肌で感じてもらうこ

とに意義があることは十分に理解している。絵本を配布するだけでな

く、メッセージを伝える方法はないか模索しているところである。Ｎ

ＰＯブックスタートが今年度、実施方法についてアンケートを行って

いる。このアンケート結果を分析しより良い方法を検討したいと考え

ている。 

 

ブックスタートについて、本を受け取っていない方の対応はどのよう

にしているのか。 

 

 

⇒案内をお配りしており、期限を設けていないので取りに来ていただ

くのを待っている状況である。中には、本をもらいに行くだけで図書

館に行くのは気が引けると思っている方もいるようだ。現在は、各関

係機関に周知のご協力をお願いしているところであるが、他の方法も

模索している段階である。 

 

１０月から就学前施設への団体貸出が開始する予定ということでとて

もうれしく思っている。一方で、本事業に関する経緯や主旨を理解い

ただけない施設もあるかと思われる。案内の作成など周知方法が確定

すれば協力するのでぜひ頑張っていただきたい。 

 

⇒図書館を代表して感謝申し上げる。 
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本の読み聞かせ講座について、新しい団体が立ち上がったとの説明が

あったが、このコロナ禍で非常に意義のあることだと思う。経緯等が

わかれば教えていただきたい。 

 

⇒参加されていた方は、保育園での勤務経験者であった。多くの子ど

もたちと触れ合うなかで特に読み聞かせに興味を持っていた。庄内図

書館での読み聞かせをボランティアで実施したことを契機に団体の立

ち上げに至った。 

 

このような実例は、今後の事業にとって非常に有意義なことだと思う。

読み聞かせだけではなく様々な事業に対して市民が関心を持ち自主的

に組織が立ち上がれば幅広い分野の繋がりができると思う。 

 

⇒本の読み聞かせ講座については、本当に久しぶりに新設の団体が立

ち上がった。引き続き皆さんにご教授いただきたいと思っている。 

 

 

（４）令和３年度 図書館事業計画について 

資料に基づき、中央公民館・図書館係長より説明 

【説明要旨】 

・令和３年度の図書館事業計画（事業名・主な内容・開催時期・期間・

回数等）について一部抜粋して説明 

 

【質問なし】 

 

 

 （４）その他 

・今年度は図書館システムの更新を実施し、市民サービスの向上を図

ることとしている。操作性や保守をより充実させるため、競争入札で

はなく公募型のプロポーザルにて業者の選定を行うことを報告した。 

・飯塚市子ども読書推進計画について、今年度は見直しを行い新たに

制定するため策定委員会を立ち上げていることを報告した。 

・今年度は庄内図書館の防水工事と筑穂図書館の防水工事及び照明の

設計委託を計画している。防水工事についてはすでに着工しており問

題なく工事が進んでいることを報告した。 

 

３ 閉会 １５：１７ 



会議資料 

事前配布資料 

・会議次第 

・（１）令和３年度 飯塚市教育施策要綱について 

・(２) 令和３年度 生涯学習課所管事務の概要について 

・（３）令和２年度、令和３年度飯塚市立図書館利用状況・業務報告 

・（４）令和３年度 図書館事業計画について 

当日配布資料 

・飯塚市図書館運営協議会委員名簿 

・飯塚市図書館運営協議会委員・教育委員会名簿 

・飯塚市立図書館条例 

・飯塚市立図書館条例施行規則 

・「飯塚市子ども読書活動推進計画（改定）」策定スケジュール 

公開・非公開の別 １ 公開   ２ 一部公開   ３ 非公開   （傍聴者 ０人） 

その他 

（非公開理由等） 

 

 

   


